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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練があります。役割は割り振られていないため、避難時のルートや手順などを各自で確認しておくようにしてください。実施時間はお知らせしないため、注意してください。
・吐しゃ物の処理の仕方について確認し、ハイタ―液は毎週月曜日の朝に作り変えてください。
・院内研修など研修の案内がWIZ掲示板にアップされているため、情報をチェックし、参加するようにしてください。
・2/6（火）施設見学が予定されています。
・昨日、庶務の巡視があり、①スタッフロッカー室の私物、②2階スタッフ用トイレの床、③換気扇のホコリについて指摘されています。①は荷物は最小限にし、ロッカー内に収めるようにしてください。②、③は最低月1回は清掃しましょう。
［各自研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
[提出物]

・1月経過録⇒2/7（水）までに作成・アップロードをしてください。

・転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードしてください。
＜青明舎利用者様情報＞
・佐羽内裕亮様～祖母が亡くなったことを報告している。体調等に変化はないとのこと。2月の青明舎の行事には参加する予定となっている。
・高柳　和子様～頓服薬は今年に入ってから1回のみ使用したとのこと。膝の痛みは良くなってきているため、通院はしなくても良いことになったと話している。オンコールに電話あり、よこまちストアで買い物した際に、知らない人に見られていると話すことがあったが、その後もよこまちストアに買い物に行くこと出来ている。
・若松　邦生様～久しぶりに来所し、デイケアを卒業したことを報告している。新聞に投稿した記事が載ったことを話しており、次回診察で主治医に報告すると話していたとのこと。
・船場　幸子様～骨折部位は良くなったとのことで、生活に支障はなく問題はないと話している。グループホームの風呂場を工事したが寒いと訴えている。
・我満奈津紀様～娘様の受給者証を特定相談員に渡すために来所している。体調は以前に戻ったと話しており、八戸赤十字病院での検査の結果も問題なかったとのこと。2/8(木)に交際相手の弟様に会うと話しており、本日は指輪をはめて来所している。
・田名部浩平様～お小遣い帳を記載し、1週間に煙草は3箱購入していると話している。嗜好品の購入が多く見られていたとのこと。嗜好品のノートに記載していない為、記載するように促しているとのこと。嗜好品は購入した日に食べてしまうので、こまめに購入するように助言している。
・東海林紀子様～下痢が続いているが腹痛ないとのこと。荻尾内科を受診したが、問題がないと言われたとのことで、泌尿器科を受診すると話したり、病院を受診しない話したりと内容が2転3転する電話を4回ほど繰り返しているため、内科受診をするように助言している。その後、きよかわ内科を受診したと報告あり、前に行っていた内視鏡検査も問題なく内服薬が処方となったとのこと。4日に再び電話あり、腹痛の原因は、人工甘味料の摂り過ぎだと思うと自身を振り返っている。0カロリーを摂取するようにしていると話しており、コーラを減らしているとのこと。1日に飲んでいる0カロリーコーラの本数を医師に伝える様に助言している。
・中居美津子様～訪問時、ストーブの周りにはゴミが散乱しており、床には猫の毛が散らかっていたとのこと。毎月、貯金を崩して12万で生活しており、家賃が月2万だが滞納分があるため毎月1000円多く支払っているとのこと。うみねこ幸房のおやつを試食の意味でナイトケアの他利用者に渡しているが、スタッフより注意されるのが不満だと話している。また、母と姉の命日があるので5000円送らなければいけないと話している。青南病院の滞納分は毎月支払う事出来ている。
＜グループホーム利用者様情報＞
・船場　幸子様～デイケア保険についての書類はまだ届いていないとのこと。骨折部位の経過を見るために2/9(金)に奥寺整形を受診するとのこと。

・冨田　紀子様～2/3(土)に市民病院を退院し、グループホームへ戻ってきている。入院時より青南病院より処方されている薬は止めになっているとのこと。デイケアは今月いっぱい欠席すると話しているため主治医に相談してから決めるように伝えている。介護保険の利用については拒否されている。

・繁名　和恵様～コレステロールの値が高値になっているとのことで、コレステロール値を下げる薬が処方となったとのこと。
・古舘　ヨリ様～夕食後薬の服用を忘れる事があったとのこと。最近は、腰の痛みの訴えは聞かれていない。今週、眼科受診の予定となっている。
・田中　一　様～外来受診時に眠剤が就寝時から夕食後薬に変更になったとのこと。体調については変化はないが、確認行為が頻回だと話している。

・関　秀治　様～休日は駒木洋士様と出掛けているとのこと。

・番沢　政勝様～本日、鹿内歯科を受診するとのこと。

・若松　邦生様～体重が77kgになったとのこと。就労継続支援A型事業所「東奥朝日ソ　

リューション」が正式利用開始となっている。仕事と家事と勉強の3つの両立が難しいと話している。頓服薬の服用を希望。彼女が欲しいと話している。

・村上　元道様～レッドコンパスが正式利用となっている。今年より主治医が窪田Dr.となったが、まだ探っている状態だと話している。

・大下　伸治様～背中や腰の痛みを訴えることあるが、自己調整で整形外科の薬を服用しているとのこと。次回からはスタッフが同行受診することになったとのこと。間食することは続いており、糖尿病が悪化しないように食べていると話している。

＜利用者様情報＞

デイケア

・下口　政子様～仕事の日数を増やしたことによりデイケア利用日数が減っていることについて点について確認している。仕事の日数を増やした以外にも通所するたびにバス代がかかることや、デイケア利用費がかさむことを理由としてあげているため、デイケアの利用費は自立支援によって賄われていることを説明するが、「上限は2500円だけど、3000円以上かかってる」と話している。自立支援について説明をするが、納得できない様子があるため、医事スタッフに対応してもらっている。自立支援が適応とならない薬が処方されているためとの説明を聞き、「やっとわかりました」と話している。デイケアは治療の場であることを再度説明をし、仕事とのバランスを考え、日数を変えたい際は相談して欲しいことを伝えている。

・佐々木　常夫様～本日よりタバコの吸い過ぎを防ぐために、スタッフが預かることにしており、自分からタバコを手渡している。「自立訓練法を自分でやって今1日1箱しか吸ってません」と話しており、自分なりに工夫をしていることを評価している。本日は、運動プログラムが多く、座学よりも積極的に参加している様子が窺える。通所のモチベーションを維持することが出来るように関わっていく。
デイナイトケア

· 鈴木　真知子様～青風荘から情報提供があり、買い物中タバコの購入を希望したり治験

薬負担金を使うことを希望する発言が聞かれていたとのこと。本日はプログラムの時間に廊下の窓に行き外を見ながら「何で私は一人で外出できないの？」と話していることあるもドア付近に行くことは見られない。

· 奥山　以依子様～昼食後に書き物をしながらブツブツと小声で独語しており、スタッフ

より声を掛けるが返答することはない。その後、急に笑い出している。プログラムには独語することや笑い出すことなく参加している。

・稲垣　ふき様～今朝、頭痛の訴えあり、6時体温37.2℃、7時37.9℃、8時　37.6℃で経過し内科受診すると青風荘から申し送りあり。昼食前に青風荘より情報提供あり、インフルエンザの検査結果は陰性で、カロナール（300）が毎食後1Tにて5日分処方となったとのこと。

ナイトケア

・若松　邦生様～2/2(金)にサービス担当者会議・ハローワークのモデル事業終了会議を　　

就労継続支援A型事業所「東奥朝日ソリューション」で行っている。終了に際して、感謝の言葉を支援者に向けて述べている。ナイトケアでは、勉強の場として利用したいと希望しているが、休息も大切であり、休息の場や相談の場など色々な意味合いを見つけて利用してはどうかと提案している。就労して間もない為、慣れたころに具体的なナイトケアでの目標を立て、サポートしていく。

・八木橋　牧雄様～今月の健康チェックとして体重測定を自ら行い、体重が45.2㎏とな　

っている。毎月徐々に体重減少が進んでおり「進行は止められないか…。内臓疾患があるからな。」と呟いている。また、机に伏せるようにしていることも多く眠気があると言い、昨晩眠ることが出来たかを尋ねると無言で首を横に振っている。無理のないよう過ごすよう声をかけるが、居眠り等は無くスタッフと雑談したりテレビを見たりして過ごしている。

・成田　早希様～18時40分頃本人より電話があり、特定相談員と話し合いを行った結果誤解が解けたことを話している。面と向かって話したことにより話したいことを話すことが出来て良かったと話している。「面倒くさいからと電話で済ますのははダメですね」「面と向かって話さないと」と話しており、他に心配なことはないか尋ねると「ないです。ありがとうございました」と電話を終了している。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　冨田　紀子　様）

実施日：H30年2月5日（月）13：30～14：00

担当：田中　真有美

検討内容：目標計画の見直し・今後の検討について

	氏名
	冨田　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	73
	生年月日
	S20.2.11

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善(身なりを整える・定期的な入浴や散髪の習慣化)
2運動の習慣化。
3人付き合いの場の参加（協調性を養う・孤立化を予防）
4注意・集中力の維持・改善。
5服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める・現実的判断が出来る。

	本人希望
	現状維持。

	家族希望
	現状維持。

	入院歴
	計6回（最終：H25年8月23日～H25年9月23日）発病時期（32歳）

	通所歴
	　2　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H25年10月1日～現在　　（週3回/･火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎利用

	住居：グループホームあおぞら入居中。

（H30.1.20～H30.2.3市民病院入院

診断名：外傷性気胸、心房細動、肋骨骨折）
	家族構成
・保護者が次姉　

本人は姪にしたいと話している

	利用制度
	障害手帳2級
	年金2級
	他、生活保護（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	③他者へ高圧的な態度をしている際は、介入する。他者から苦情があった際は、本人や他者へのアプローチ方法を検討する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	毎週水曜日に健康チェックを行っている。現在の体重は40㎏前後。夜間トイレに起きた際に転倒し、顔面を打撲することがあったが、最近は外見上の変化は特に見られておらず、転倒はしていない様子｡以前は微熱の日もあったが最近は安定しており、体調について尋ねると「大丈夫」と話している。運動プログラムはラジオ体操哉レクダンスに参加するが、状態を大きく反らせる独自の姿勢で行っており、立位バランスに不安定さがあり、スタッフが助言をするものの、改善はみられない。(達成度50％)
	今後も引き続きバイタル測定を実施し、発熱や血圧の値、ふらつきに注意をする。運動時は転倒のないよう、安全・安楽な姿勢が取れているかを見守り、必要時は声を掛ける。目標は継続していく。

	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや医師、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	服薬はできていると報告をしているが、薬数が合わないことが発覚すると、朝食は摂取しておらず、朝食後薬を昼食後に服用していることがあり、服用時間を守るように伝えるが、生活習慣を変えることはない｡みだしなみは乱れることはなく、髪もしっかりセットできており、服装も乱れたりすることはない。デイケア利用中に不調等を訴えることはないが、グループホーム入居者が自分のスリッパを切ったと話し、相手のスリッパを切るというトラブルが起きているが、事実確認は出来ていない。服薬の飲み忘れもあるが否認している（達成度70％）
	服薬の確認は引き続き行っていく。グループホームとデイケアでは様子が異なる場合もある為、関係機関で情報を共有していく。病状の悪化は数年間隔で繰り返しており、前回は4年前に入院しているため、最近もグループホーム入居者とのトラブルがあり、入院も検討されたが、現在は落ち着いているため、引き続き病状変化がないか観察していく必要があるため、目標は継続していく。

	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	同グループホームの入居者様から冨田様への不満が聞かれているが、本人は特に問題なく生活ができていると話している。デイケアでは、他者へ高圧的な態度を見せることが殆どなく、むしろ他者へ優しく接している。グループホームのルールを自分に都合がよいように作っている（達成度60％）
	グループホーム利用者との関わり方について重点をおき観察をする。関係機関で情報を共有していく。トラブルがあった際には、振り返りを行うこととし、目標・計画を一部変更する。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。デイケアでは食事をゆっくりと食べているが、GHではガツガツ食べており、デイケアとGHとの差が見られている。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない
	③他者への高圧的な態度を取っている際には介入する。また、他者から苦情があった際には本人と他者へのアプローチ方法を検討する

	
	④高齢に伴う心身症状の維持を図る。
	④辛いときは我慢せずスタッフに相談できるようになる
	④心身症状の低下を感じていても、認めないときがあったり指摘されると怒る場合があるため、自尊心を傷つけないように対応し、自分の力で無理な場合は周囲に援助を求め負担が軽くなるようにする。


＜今後の方針＞

市民病院退院後グループホーム内に戻ってきたが、2月中はデイケア通所したくないと話している。

GHではデイケアやデイナイトケアなど日中活動参加が条件であるため通所できないのであれば退所（悠湯の里に転居？）するなど本人に伝える必要がある。

GH世話人やデイケアスタッフからの説明では応じない場合があるので、主治医から伝えてもらうなど根回しするなど対策していく。

退院後のGHでの生活状況や本人の能力についてGH世話人と情報共有しながら把握し、その情報から再度目標や計画を整理していく。

